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平成１７年度伊賀市社会福祉協議会事業計画 

 
１ 

２ 

この使命を達成するために、社協の事業は以下の理念に基づき展開します。 

① 

住民参加・協働による福祉社会の実現 

 地域住民、民生・児童委員、社会福祉施設、ボランティア及び市民活動団体や福祉サービスを提供

する事業者など地域のあらゆる団体・組織の相互理解と協働によって市民参画型の福祉社会を実現し

ていきます。 

② 

地域における利用者本位の福祉サービスの実現 

 地域において、誰もが地域社会の一員として尊厳をもった生活を継続できる自立支援や利用者本位

の福祉サービスを実現します。 

③ 

地域に根ざした総合的な支援体制の実現 

 地域の福祉ニーズに対して、多様な公私の福祉サービスや福祉活動（インフォーマルなサービスや

活動も含む）と保健、医療、教育、交通、住宅、就労などのあらゆる生活関連分野の活動が連携し、

身近な地域で総合的かつ効果的に展開される支援体制を整備していきます。 

④ 

地域福祉ニーズに基づく先駆的な取り組みへのたゆみない挑戦 

 制度の谷間にある福祉課題や低所得者、社会的支援を要する人々への対応に重きをおき、常に事業

展開を通じて地域福祉課題を捉え直し、地域住民やあらゆる団体・組織に働きかけ、小地域の個性を

活かした新たな福祉サービスや活動プログラムに開発に弛みなく挑戦していきます。 

３  

こうした事業を展開するために以下のような組織運営を行います。 

①  地域に開かれた組織として住民参加を徹底し、情報公開や説明責任を果たします。 

② 
 事業の効果測定やコスト把握などの事業評価を適切に行い、効果的で効率的な自立した経営を行い

ます。 

 伊賀市社会福祉協議会は、地域福祉を推進する中核的な団体として、誰もが安心して暮らすことができ

る福祉のまちづくりを推進することを使命とします。 

基本方針 

１ 

地域福祉の推進 

新市誕生後初めての本格予算年度の開始に伴い、新しい地域福祉圏域での福祉サービスの水準や住民参

加による福祉活動の取り組みを、住民参加や福祉サービス利用者の立場を最優先に考え、福祉サービスの

安定的な提供と地域特性を考慮したパーソナルサービスの体系化に努めます。 

２ 

地域福祉計画策定支援 

伊賀市社会福祉協議会将来構想「あいしあおう構想」に基づき、事業推進の目標や長期ビジョンを明確

にし、更には、伊賀市において策定が進められている「地域福祉計画」に社協として積極的に参画すると

ともに、各地で結成が進んでいる住民自治協議会において策定される「地域まちづくり計画」に「地域福

祉活動計画」の要素を盛り込んでもらうように調整していきます。 

３ 

地域福祉型福祉サービスの推進 

日常生活の場において、生活のしづらさを抱えた住民生活の継続性や豊かな社会関係など、地域生活の

質を高めることを目的とした活動やサービス、いわゆる「地域福祉型福祉サービス」を通して、住民・利

用者・事業者・行政が協働して共生のまちづくりを進めるための地域福祉資源づくりを進めます。 

４ 

介護保険制度等改正に向けた取り組み 

 介護が必要な状態をなくすため、介護予防事業を積極的にすすめます。特に本人の主体性の獲得や家庭

や地域での役割を発揮して頂き、生きがいや尊厳の回復につなげたいと考えています。また、住み慣れた

地域で安心して生活し続けることを支援する小規模多機能施設の設置にも積極的に取り組みます。 

５ 

権利を擁護する取り組み 

 虐待や消費者被害への対応、意志判断能力の低下している人に対して意思決定や生活を支援することな

ど新たな課題への対応のため、権利を擁護するという視点で様々な専門職の連携による仕組みづくりに取

り組みます。 

６ 

災害危機管理体制の確立 

来るべき大災害の発生に備えて、災害発生時の社協職員危機管理マニュアルの策定と共に、災害時ボラ

ンティアセンター開設の体制を整備します。更に、災害時要援護者に対する未然防止対策（家具転倒防止

等）を講じるとともに、地域防災計画とも整合性を持たせた防災マニュアルの策定に取り組みます。 

重点目標 



個人情報保護に関する方針【プライバシーポリシー】 
 社会福祉法人伊賀市社会福祉協議会は、以下の方針に基づき、個人情報の

保護に努めます。 

１．本会は、個人の人格尊重の理念のもとに、関係法令等を遵守し、実施す

るあらゆる事業において、個人情報を慎重に取り扱います。 

２．本会は、個人情報を適法かつ適正な方法で取得します。 

３．本会は、個人情報の利用目的をできる限り特定するとともに、その利用

目的の範囲でのみ個人情報を利用します。 

４．本会は、あらかじめ明示した範囲及び法令等の規定に基づく場合を除い

て、個人情報を事前に本人の同意を得ることなく外部に提供しません。 

５．本会は、個人情報を正確な状態に保つとともに、漏えい、滅失、き損な

どを防止するため、適切な措置を講じます。  

６．本会は、本人が自己の個人情報について、開示・訂正・追加・削除・利

用停止を求める権利を有していることを確認し、これらの申出があった場合

には速やかに対応します。 

７．本会は、個人情報の取扱いに関する苦情があったときは、適切かつ速や

かに対応します。 

８．本会は、個人情報を保護するために適切な管理体制を講じるとともに、

役職員の個人情報保護に関する意識啓発に努めます。 

９．本会は、この方針を実行するため、個人情報保護規程を定め、これを本

会役職員に周知徹底し、確実に実施します。 

                  社会福祉法人 伊賀市社会福祉協議会 

                   会 長   藤 田 彰 信 

伊賀市社協における個人情報の取り扱いについて 
 個人情報保護法の施行に伴い、

伊賀市社協では個人情報の取り扱

いについて、あらかじめ事業ごと

に個人情報を取り扱う目的を明確

にし、「情報取扱概要説明書」を

明示した上で、事業目的の範囲内

で適正な収集、管理、利用に努め

ることとなりました。 

 伊賀市社協の事業を利用される

方々は、取り扱われる自分自身に

関する個人情報について、開示、

訂正や削除などの必要な措置を求

めることができますので、窓口に

おいて指定の様式を入手の上、ご

提出下さい。 

 現在、現行の個人情報保護規程

の改定に向けて準備中ですが、各

種様式に関しましては、４月１日

からモデル規程を準用した運用を

開始しております。 

 なお、個人情報保護に関する各

種規程、事業別概要説明書、様式

に関しましては、伊賀市社協ホー

ムページ「ＨＡＮＺＯＵ－ＮＥ

Ｔ」で公開しています。 個人情報の取り扱いに関するホームページ http://www.hanzou.or.jp/privacy/ 

平成１７年度伊賀市社会福祉協議会一般・特別会計予算 

収入の部 一般会計 特別会計 支出の部 一般会計 特別会計 

会費収入 １５，８１２ ０ 人件費 ７９１，７５０ １９２，４８７ 

寄付金収入 ４，１５０ ０ 事務費 ５１，７２８ １１，１６８ 

補助金収入 １９１，０２３ ０ 事業費 １６９，１５２ １４，８０６ 

助成金収入 １，１２６ ０ 家族介護者交流事業 ３００ ０ 

受託金収入 １６４，０５２ ０ 介護予防教室開催事業 ３６０ ０ 

事業収入 ５，１４１ １６，６２１ 共同募金配分金事業費 ３，４８０ ０ 

共同募金配分金収入 ２３，４１５ ０ 分担金支出 ３０ ０ 

負担金収入 ９０ ０ 助成金支出 ２３，８７０ ０ 

介護保険収入 ６４１，０８４ ２１３，１４０ 負担金支出 ７７９ ９０ 

利用料収入 ３９，４６９ ０ 会計単位間繰入金支出 ５，２２２ ６，０００ 

雑収入 ５２８ ４６１ 経理区分間繰入金支出 １２，８５１  

受取利息配当金収入 １４６ ４ 固定資産取得支出及び
繰入支出  

４，７００  １，４２３  
会計単位間繰入金収入 １１，７００ ０ 

経理区分間繰入収入 １２，８５１ ０ 積立預金積立支出 ８，７２８ ５，０００ 

施設整備等補助金収入 ０ ６２８ 予備費 ２，９６６ ６００ 

   

合  計（単位千円） １，１１４，３８７ ２３２，１１１ 合  計（単位千円） １，１１４，３８７ ２３２，１１１ 

当期収支差額 

積立預金取崩収入 ３，８００ １，２５７ その他の支出 １５，７８５ ５，６７７ 

２２，６８６ △５，１４０ 



みんなでつくろう！地域福祉計画 
伊賀市地域福祉計画策定委員・テーマ別委員会メンバー募集します！ 
 伊賀市では伊賀市地域福祉計画を策定します。この地域福祉計画は、市民のみなさんと、それぞれの地域で自

分たちのまちにふさわしい福祉はどうあるべきかを考え、それぞれの地域特性を取り入れ、“地域で共に生きる

社会”の実現をめざして創り上げていく計画です。だれもが安心で住みよいまちの実現のために、行政・事業

者・地域住民・ＮＰＯやボランティア活動をはじめとする社会福祉活動に携わる人々の役割はどうあるべきなの

か、地域住民が相互に思いやり、支えあい、助けあうコミュニティの形成をどのように進めていくのか等を地域

のみなさんと共に検討していきます。 

地域福祉計画策定委員募集！ 
【募集人数】２名  

【任期】平成１７年５月～平成１８年５月（予定） 

【応募資格】市内在住または在勤・在学の満１５歳以上の方で、任期中４回程度の策定委員会等に参加できる方 

【応募方法】「地域で共に生きる社会」をテーマとした作文１，０００字程度と住所、氏名、年令、性別、職

業、電話番号を記入し、郵送、ＦＡＸ、Ｅメール（ファイルの添付は不可）で送付いただくか、伊賀市役所本庁

福祉政策課窓口または各支所福祉担当窓口に直接ご持参下さい。様式は問いません。 

【締め切り】平成１７年５月２日（月）必着 

【選考】作文等により選考し、結果を５月中旬に通知します。選考に漏れた方は、テーマ別委員会にお入りいた

だけます。 

【報酬】市の規定に基づき支給します。 

テーマ別委員会メンバー募集！ 
【募集人数】１００名程度 

【任期】平成１７年５月～平成１８年２月 

【応募資格】伊賀市に在住または在勤、在学する満１５歳以上の方（１５歳未満の方は保護者同伴が必要）

で、全体委員会で決定される日程により委員会（月１回計１０回程度）に出席できる方。 

【テーマ別委員会の種類】 

テーマ１ 地域における福祉サービスの適切な利用
の促進 

委員会名 福祉でまちづくり委員会 

○地域における福祉サービスの目標の提示 

○目標達成のための戦略 

○利用者の権利擁護  

テーマ２ 地域における社会福祉を目的とする事業
の健全な発達 

委員会名 福祉サービス委員会 

○複雑多様化した生活課題を解決するため、社会福

祉を目的とする多様なサービスの振興･参入促進及び

これらと公的サービスの連携による公私協働の実現 

○福祉、保健、医療と生活に関連する他分野との連

携方策 
テーマ３ 地域福祉に関する活動への住民の参加の

促進 

委員会名 住民参加委員会 

○地域住民､ボランティア団体、ＮＰＯ法人等の社会

福祉活動への支援 

○住民等による問題関心の共有化への動機付けと意

識の向上､地域福祉推進への主体的参加の促進 

○地域福祉を推進する人材の育成 

テーマ４ 総合的な地域福祉の推進 

委員会名 協働委員会  

○上記１～３の各委員会での検討内容の調整 

○総合計画をはじめとする他計画との整合 

○社協地域福祉活動計画素案の検討 

○住民自治協議会単位の懇談会の開催及び､地域まち

づくり計画策定支援 

【応募方法】住所、氏名、電話番号と希望する委員会名を１つだけ選択の上、郵便、ＦＡＸ、Ｅメール（ファ

イルの添付は不可）で送付いただくか、伊賀市役所本庁福祉政策課窓口または各支所福祉担当窓口に直接お申

し込み下さい。希望委員会はいずれか１つにお絞り下さい。 

【締め切り】平成１７年５月２日（月） 

【選考】基本的に申込者全員がテーマ別委員会メンバーとなります。 

【全体委員会】テーマ別委員会の全体委員会は、平成１７年５月２４日(火)１９：３０～２１：３０、上野中

央公民館２階で開催します。再度、各委員会の内容を説明した上で､各委員会の開催日時や開催場所を検討

し、最終的に参加するテーマ別委員会を決定します。 

【報酬等】委員報酬はありません。各支所から会場までの交通手段に関してはご相談に応じます。 



【策定委員・テーマ別委員会メンバー・講演会共通お問い合わせ・お申し込み先】 

●郵送の場合 〒５１８－８５０１ 伊賀市上野丸之内１１６番地  伊賀市健康福祉部福祉政策課 

●ＦＡＸの場合 ０５９５（２２）９６６２ 

●Ｅメールの場合 fukushi@ciy.iga.lg.jp 

●直接申込・お問い合わせ 

  伊賀市健康福祉部福祉政策課 電話（２２）９６５７  上野支所健康福祉課  電話（２２）９６５６   

  伊賀支所健康福祉課いがまち保健福祉センター                電話（４５）１０１６ 

  島ヶ原支所健康福祉課    電話（５９）２１６３  阿山支所健康福祉課  電話（４３）９７１１      

  大山田支所健康福祉課    電話（４７）１１５１  青山支所健康福祉課  電話（５２）３２２８ 

４月２９日(金)  
１３：３０～１６：３０    
（１３：００受付開始） 

三重県伊賀庁舎 

７階大会議室 
伊賀市四十九町２８０２番地  

地域福祉計画講演会  
【原田正樹氏プロフィール】 
 

長野県出身／明治学院大学卒業後、 

重度身体障害者療護施設、特別養護 

老人ホームで勤務の後、日本社会事 

業大学大学院修了。現在、日本福祉 

大学社会福祉学部助教授。 

 

【活動】全社協・福祉教育プログラム開発研究委員会、

埼玉県地域福祉支援計画策定委員ほか、各地の地域福

祉実践にかかわる。日本福祉教育・ボランティア学習学

会常任理事 

【専攻】福祉教育論、地域福祉論 ／主な著書『福祉教

育論』、『地域福祉実践と地域福祉計画』など 

会

場 

参加費無料（参加申し込み不要） 

この計画は、地域福祉の推進を図るために基本的なまた総合的な指針を定めるもので、誰もがいきいき

と輝く安心で住み心地のよい福祉のまちづくりをめざし、市民の皆さんが中心となって創りあげていく計

画です。また、住民の皆さんが、福祉サービスの受け手であるとともに、福祉活動の担い手でもあるので

行政・事業者・地域住民・NPOやボランティア活動をはじめとする社会福祉活動に携わる人々の参加を得

て、地域住民が相互に思いやり、支えあい、助けあうコミュニティをどう形づくっていくのかについて話

し合っていきます。今回の講演会にご参加いただき、この地域福祉計画についての理解を深め、地域福祉

をみんなで進めていく方法などについてお互いに学びませんか。 

＊計画策定の詳しい内容は、伊賀市のホームページをご覧下さい。各支所福祉担当窓口や地区市民センター等

でもご覧いただけます。 

１３：００～１３：３０  受付開始 

１３：３０～１３：４０  開会・挨拶・オリエンテ－ション 

１３：４０～１５：００  講演「みんなでつくる地域福祉計画」 

              講師 日本福祉大学社会福祉学部 

              助教授  原田 正樹 氏 

１５：００～１５：１０  質疑・意見交換 

１５：２０～１６：２０  パネルディスカッション 

「伊賀流地域福祉計画の考え方」 

１６：２０～１６：３０  まとめ、質疑・意見交換 

日

程 

手話通訳 あります 

●主催／伊賀市    ●後援／伊賀市社会福祉協議会 



あ

い

し

あ

お

う

支

所

通

信 

  
 

伊
賀
支
所 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
教
室
の
ご
案
内 

 

伊
賀
支
所
で
は
、
五
月
十

一
日
よ
り
、
全
八
回
に
わ
た

り
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
教

室
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
地
域
で
の
サ
ロ

ン
活
動
等
で
み
な
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
た
く
さ
ん
紹
介
し
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
講
師
に
は
、
三
重
県
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
事
務
局
長
鈴
木
寿
子
氏

を
お
迎
え
し
ま
す
。 

【
日
程
】 

（
第
一
回
）
五
月
十
一
日
（
水
） 

 
 
 
 
 
 

午
後
１
時
３
０
分
〜 

 
 
 
 
 

ア
イ
ス
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
の
体
験 

（
第
二
回
）
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

と
バ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

（
第
三
回
）
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

と
ノ
ン
バ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

（
第
四
回
）
歌
を
楽
し
く
指
導
す
る
に
は 

（
第
五
回
）
ダ
ン
ス
を
楽
し
く
指
導
す
る
に
は 

 

（
第
六
回
）
ゲ
ー
ム
を
楽
し
く
指
導
す
る
に
は 

 

（
第
七
回
）
集
い
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
る
に
は 

 

（
第
八
回
）
楽
し
い
集
い
を
実
施
し
よ
う 

【
会
場
】 

 

い
が
ま
ち
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
愛
の
里
」 

※
詳
し
い
日
時
は
決
定
し
だ
い
参
加
者
の
み
な

さ
ん
に
お
伝
え
し
ま
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は

四
月
二
十
八
日
（
木
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
下

さ
い
。 

【
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
先
】 

 

伊
賀
市
社
協
伊
賀
支
所 

 

 

電
話
０
５
９
５
（
４
５
）
１
０
１
３ 

 島ヶ原支所では、地域を拠点に、子育てを楽しみながら

仲間をつくり、地域住民のみなさまが、お互いに支え合え

る活動ができるように、気軽に・楽しく・無理なく・自由

に集える場や機会として、ふれあい子育てサロン（地域サ

ロン）を地区の公民館を借用し、年３回開催します。参加

対象者は島ヶ原地区在住の、乳幼児や親、小中高校生、高

齢者など、どなたでも参加できます。 

【地区別開催日】各月とも日曜日の午後２時からです。 

島ヶ原地区ふれあい子育てサロンのご案内 島
ヶ
原
支
所 

 

阿
山
支
所 

【主催】社会福祉法人 伊賀市社会福祉協議会 阿山支所 

【協賛】 阿山カンツリー株式会社 

【開催日】５月１９日（木） 

【開催場所】 阿山カンツリー倶楽部 

【参加費】セルフ１０，０００円（税込み） 

《プレー費・昼食・３ドリンク代・賞品代・パーティー代（軽

食飲料）・参加賞代含む》 

【参加定員】５０組２００名 

【表彰式】プレー終了後、パーティー形式（軽食付き）で表彰

式を行います。 

【チャリティー】 チャリティーホール（５番・１７番）でワン

オンしなければ、ご寄付５００円をお願いします。（任意です 

※その他詳細については下記までお問い合わせ下さい。 

【お問い合わせ・お申し込み先】伊賀市社協阿山支所 

電話０５９５（４３）１８５４／FAX０５９５（４３）１５７７／ﾒｰﾙ aya-vac@hanzou.or.jp 

阿山カンツリー倶楽部予約係電話０５９５（４３）１４４４／FAX０５９５（４３）１６４４ 

【締切日】５月１２日（木） 

第３回あやまチャリティーゴルフ大会 

大 道 区  ６月１９日 １１月２０日  ２月２６日                              

奥 村 区  ４月１７日  ９月１１日  ２月 ５日 

中 村 区  ６月 ５日 １１月 ６日  ２月１９日 

町  区  ７月 ３日 １２月 ４日  ３月 ５日 

山 菅 区  ４月２４日  ９月１８日  １月１５日 

川 南 区  ７月１０日 １２月１１日  ３月１２日 

不見上区  ５月２２日 １０月２３日  １月 ８日 

中 矢 区  ５月１５日 １０月 ２日  １月２２日 

ア
ル
ミ
缶
回
収
に
よ
り 

 

「
も
じ
ブ
ロ
ッ
ク
」
寄
付 

 
 

 

島
ヶ
原
小
学
校
児
童
会
で
は
、
ア
ル

ミ
缶
回
収
に
取
り
組
み
、
そ
の
収
益
金

を
も
と
に
「
も
じ
ブ
ロ
ッ
ク
」
を
購
入

し
、
島
ヶ
原
支
所
に
ご
寄
付
い
た
だ
き

ま
し
た
。
地
域
で
の
ふ
れ
あ
い
い
き
い

き
サ
ロ
ン
や
子
育
て
サ
ロ
ン
を
は
じ

め
、
あ
ら
ゆ
る
地
域
福
祉
事
業
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
貸
し
出
し
も

で
き
ま
す
の
で
お
申
し
出
下
さ
い
。 



伊賀市ボランティア・市民活動センターＮＥＷＳ 

 ボランティア活動保険の加入手続きは、随

時、伊賀市社協の６つの支所で受け付けており

ます。お早めにご加入下さい。           

【保険料】（年額）                 

Ａプラン ３００円 

Ｂプラン ５００円 

Ｃプラン ７００円 

 

 子育てサークル「ＷＡＦＦＵＲＵ」は、忙しいママ

のために会報&MLは全員配布で、集会は希望制です。

働いているママも参加できるように、毎月第２土曜日

などに集会しています。 

 遊びの中で悩みや育児経験の交換をしたり、ママ同

士子ども同士の交流を深め、親子で友達をつくる場に

なったらと活動しています。 

【対象】年齢制限なし（妊娠中～小2の会員がいます） 

【年会費】600円 

【申込方法】住所・氏名・子ども氏名・子ども年齢・

電話番号・メールアドレス等を記入したものと、80円

切手を同封の上ご郵送下さい。折り返し、案内書＆入

会申込書をお送りします。集会はアットホームを目指

していますので定員になり次第締め切らせていただき

ます。会報のみの入会は期間限定なしで募集します。 

【問い合わせ・申込み】 

〒518-0866 伊賀市上野小玉町3045-1W.T.Aまちづく

りセンター方「WAFFURU入会申込係」まで   

 電話 ０５９５（２４）７６１２ 

 ﾒｰﾙ waffuru_uenosibu@yahoo.co.jp 

 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://blogs.yahoo.co.jp/waffuru_uenosibu 

子育てサークルWAFFURUメンバー募集  
 

 

 

太陽作業所５周年記念講演会 
平成７年、伊賀地区精神障害者家族会が精神障害者小

規模作業所「太陽工作所」を開所し、４年１０ヶ月を経

て平成１２年２月に社会福祉法人伊賀昴会が発足し、精

神障害者通所授産施設「太陽作業所」が誕生して５周年

になりました。感謝の意を込めて５周年記念講演会を開

催いたします。多数ご参加下さい。 

【日時】４月２７日（水）１３：３０～１５：３０ 

【場所】県伊賀庁舎７階大会議室（伊賀市四十九町） 

【内容】記念講演「みんなで進める社会参加」 

    講師：三重県立こころの医療センター院長 

       原田 雅典 先生 

【参加費】無料（事前申込は不要です。） 

【お問い合わせ】社会福祉法人伊賀昴会「太陽作業所」 

 電話 0595(24)7897 FAX 0595(24)7893 

ボランティア活動保険更新のご案内 

 ボランティア活動保険は３月３１日をもって補償期

間が終了します。つきましては、新年度保険加入また

は更新手続がまだの方は手続きをお願いします。ボラ

ンティアグループに所属されている方はグループ単位

での一括更新が便利ですので、グループ代表者に保険

料とボランティア登録証をお預け下さい。 

 また、すでにボランティア活動をされている方で、

ボランティア活動保険に未加入の方は、この機会にボ

ランティア活動保険にご加入されることをお勧めいた

します。 

 ボランティア活動保険は、４月１日から翌年３月３

１日までの期間、ボランティア活動中のボランティア

自身の傷害事故や、第三者に対する賠償責任事故等に

対し、わずかな保険料で大きな保障を受けることがで

きます。災害救援活動にも対応できますので、緊急時

に登録手続をしなくてすむように、あらかじめ加入さ

れるようにお薦めします。 

 我
ら
！
ふ
く
し
レ
ン
ジ
ャ
ー 

No.02 

西口 正和さん 
（４４歳） 

島ヶ原在住 

（有）白鳳清掃勤務 

ボランティアグルー

プ「ひまわり」所属 

ボランティア活動をはじめたきっかけきっかけ 

 趣味のたこ焼きをとおして、何らかのボランティア活動に生かせないものか

と考えたのがきっかけです。 

ボランティアとして心がけていること 

 お年寄りとの会話を大切にし、何でも話していただける明るく楽しい雰囲気

づくりや関係づくりに心がけていま

す。 

これからの抱負 

 一緒に活動させていただいている

みなさま方と、末永く楽しくボラン

ティア活動ができ、参加してくださ

るお年寄りとも仲良く、顔なじみの

関係ができるよう、みんなで催しを

楽しむことができればいいなと思っ

ています。 



 

 

第
三
回
あ
や
ま
＆
い
が
リ
ウ
マ

チ
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。 

 

今
回
も
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
が

日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
を
気
軽
に

話
し
合
い
、
当
事
者
の
思
い
を
分

か
ち
合
う
場
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
回
よ
り
、
阿
山
地
区

と
伊
賀
地
区
の
合
同
で
開
催
し
ま

す
！ 

 
第
一
回
・
第
二
回
に
参
加
さ
れ

な
か
っ
た
方
も
お
気
軽
に
お
こ
し

下
さ
い
。
み
ん
な
で
和
気
あ
い
あ

い
と
す
ご
し
ま
し
ょ
う
！
ぜ
ひ
、

ご
参
加
下
さ
い
。 

【
日
時
】
五
月
二
十
八
日
（
土
） 
 
 

 
 
 
 

午
後
一
時
〜
四
時 

【
会
場
】
阿
山
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
二
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室 

【
参
加
対
象
】
阿
山
支
所
・
伊
賀

支
所
管
内
在
住
の
リ
ウ
マ
チ
患
者

や
家
族
等
、
リ
ウ
マ
チ
に
関
心
の

あ
る
方 

【
参
加
費
】
二
百
円 

【
内
容
】
懇
談
＆
茶
話
会 

【
申
込
】
五
月
二
十
日
（
金
）
ま

で
に
、
伊
賀
市
社
協
阿
山
支
所
ま

た
は
伊
賀
支
所
ま
で
お
申
し
込
み

下
さ
い
。 

 

阿
山
支
所
（
担
当 

奥
田
） 

 
 

電
話
（
４
３
）
１
８
５
４ 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
４
３
）
１
５
７
７ 

 

伊
賀
支
所
（
担
当 

中
川
） 

 
 

電
話
（
４
５
）
１
０
１
３ 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
４
５
）
１
０
５
０ 

◇
送
迎
の
必
要
な
方
は
、
お
申
し

込
み
時
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。 

第
三
回
あ
や
ま
＆
い
が

リ
ウ
マ
チ
の
つ
ど
い 

編

集

後

記 

●
福
岡
県
共
同
募
金
会 

【
義
援
金
募
集
期
間
】 

 

平
成
十
七
年
三
月
二
十
三
日
〜 

五
月
三
十
一
日 

【
義
援
金
受
付
口
座
】 

郵
便
振
替
口
座 

・
口
座
番
号 

 

 

０
１
７
８
０-

６-

４
４
０
４ 

・
口
座
名
義 

 

社
会
福
祉
法
人
福
岡
県
共
同
募
金
会 

※
郵
便
局
の
窓
口
で
の
振
替
手
数
料

は
無
料
に
な
り
ま
す
が
、
通
信
欄
に

福
岡
県
西
方
沖
地
震
災
害
義
援
金
と

記
入
下
さ
い
。 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】 

〒
８
１
６-

０
８
０
４ 

 

福
岡
県
春
日
市
原
町
３-

１-

７ 

 

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
内 

社
会
福
祉
法
人
福
岡
県
共
同
募
金
会 

電
話
０
９
２
（
５
８
４
）
３
３
８
８ 

福
岡
県
西
方
沖
地
震
災
害

義
援
金
受
付
の
ご
案
内 

数字で見る伊賀市の福祉                平成１７年３月１日現在（前月比）   

伊賀市の人口 １０３，１３１人（－４人） 

65歳以上の高齢者 ２５，１３９人（＋26人） 

高齢化率 ２４．４％（±0.1％） 

介護保険認定者数(在宅のみ) ４，１２１人（＋123人） 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動保険加入者数 ２，５６３人（＋16人） 

ホームページアクセス数 １５，８９８件（－2,176） 

※集計処理の関係で前月１日時点の数値です。 
※伊賀市の人口は外国人登録者を含めた数です。 
※65歳以上の高齢者及び高齢化率には外国人登録者
も含まれています。 
※介護保険認定者数は在宅認定者数の総数です。 
※ボランティア活動保険加入者数は平成16年4月1日
以降の加入者延人数です。 
※ホームページアクセス数は、カウンタ数値ではな
く１ヶ月間の訪問者総数を解析し掲載しています。 

 

合
併
後
初
め
て
の
年
度
始
め
と
な

り
ま
し
た
。
自
治
基
本
条
例
の
制
定

に
伴
う
住
民
自
治
協
議
会
の
組
織
化

や
、
伊
賀
市
総
合
計
画
を
柱
に
地
域

福
祉
計
画
を
は
じ
め
各
種
重
要
計
画

の
策
定
も
着
手
さ
れ
、
本
格
的
に
伊

賀
市
と
し
て
動
き
出
し
た
感
じ
が
し

ま
す
。
伊
賀
市
社
協
も
、
合
併
に
よ

る
混
乱
を
引
き
ず
る
こ
と
な
く
、
本

所
・
支
所
一
丸
と
な
っ
て
地
域
福
祉

や
在
宅
福
祉
の
推
進
に
邁
進
す
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
市
民
の
皆
様

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

社協だより「あいしあおう」では、市民の皆様からの掲載記事を募集しています。福祉に関するイベントや

メンバー募集等がありましたら月末までに各支所までご連絡下さい。同時に、表紙の写真も受け付けていま

す。子どもからお年寄りまで「あいしあおう」をテーマにした顔写真をお寄せ下さい。 

記 事

募 集 


